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研究成果の概要（和文）：我々は日本人向けタリフを用いてEQ-5D→効用値変換用手製アプリケーションを開発
した。結果大動脈弁狭窄症(AS)に対する経カテーテル的大動脈弁置換(TAVI)においては術後2年の累積死亡率は
17.1%で、累積再入院率は5.1％であり、効用値維持も高く、欧米の既存の報告より、TAVIによる
Quality-adjusted life year（QALY）獲得（増分効果）は大きいと考えられた。費用面ではTAVI実施約700万円
を含む累積医療費を勘案すると、TAVI治療は、増分費用効果比（1QALYを得るための費用）が　GDP比1．2のWHO
の基準をクリアする良好な費用対効果であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：We evaluated the outcomes of various cardiovascular surgical intervention 
including TAVR from "Cost effectiveness" point of view.  In particular we used EQ-5D questing format
 to measure the qualty of life (QAL) after the   procedure.  We established specific database for 
data collection, moreover, we developed original 　EQ-5D-utility conversion application (office 
base). Utility is the Y axis of QALY(quality adjusted life year) curve. 

研究分野： Cardiac surgery
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研究成果の学術的意義や社会的意義
限りある財源で最適な医療サービスを提供するという視点の医療行政においては、本研究のような評価系を用い
て、QALYの増分効果を類推して、Reimbursement(日本の場合は保険点数)を決定することが妥当であろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

人口動態統計によると、今日の我が国の高齢者死因は循環器疾患（心血管疾患）に

よる死亡が悪性腫瘍死以外の大きな部分を占めている。限られた医療資源の中での、

高齢者医療の最適化を考える上では、臨床的有効性のみならず費用対効果の客観

的評価が必須である。本研究の目的は、高齢者が対象となる典型的な高額医療であ

る循環器疾患介入治療における費用対効果を評価することにより、適切な治療介入

の閾値を明らかにするものである。 

質調整生存年（Quality-adjusted life year, QALY）は、生存における量と質を評価する

手法である。効用値(utility)は完全な健康を 1、死亡を 0 とした QOL(生活の質）の指

標で、QALY はその時間（年数）積分値である。ある治療の費用対効果の評価には、

QALY の 増 加 を 指 標 と す る 当 該 治 療 の 増 分 費 用 効 果 比 （ incremental cost-

effectiveness ratio: ICER）の計算が最も有用である。 

特に、最近注目されている、高齢者への手術加療である経カテーテル大動脈弁置換

(TAVI)はかかるコストの高額さゆえ、臨床現場では、どのような患者までを治療対象と

すべきかという議論がしばしば発生する。TAVI 回避し保存的内科治療を継続しても、

繰り返す心不全再入院でかえってコストが発生ししかも結果的にTAVIを行わざるを得

なかった(かえってコストが発生する)ような例も経験した。また介入が遅延し罹患歴が

長すぎる例では ADL(activity of daily life)回復が十分に得られない事も報告してきた

(同じコストであっても得られる利益が少ない)。かかる問題に対して心血管予後に加え

QOL(quality of life)の推移と費用を把握し、介入治療における費用対効果を評価する

ことの意義は大きい。 

 

２．研究の目的 

本研究は、高齢者が対象となる高額医療の代表格である循環器疾患介入治療の大

動脈弁狭窄症(AS)に対する経カテーテル的大動脈弁置換(TAVI) 等について、医療

経済視点からの介入限界を明らかにするものである。QALY(Quality-adjusted life 

year)は QOL(生活の質)指標である効用値と生存年数の積分値である。QOL 推移と心

血管イベントを TAVI 施行例および保存治療例両群で継続的に追跡することで TAVI

による QALY 増分が算出できる。それに要する費用増から 1QALY を得るのに必要な

額(ICER) が計算できる。対して 1QALY を得るのに社会が支払いうる費用(ICER 閾値)

を調査することで、社会的に許容される介入限界が明らかとなる。 

 

循環器疾患の疾患特異的 QOL 効用値の算出は確立していない。研究代表者は継続

的に、データベースを構築の上、SF-36 の質問紙法で QOL 評価を行う弁膜症術後定

期的予後調査を行ってきた。SF-36 は既存の研究でしばしば用いられており standard

ではあるが、項目が多すぎて入力が煩雑であり問題であることも見出した。QALY 曲線

は点が多くないと曲線にならないので効用値追跡回数を多点にするため、より簡便な

質問紙(EQ-5D)を活用する方策とした。 

 

３．研究の方法 



まず研究室内に外部隔絶したサーバー上、データベースを確立した。ここに短期手術

情報および長期予後情報が記録できる体制を構築した(なお、研究過程において、大

動脈弁狭窄症のみならず、胸部大動脈瘤、他の弁膜症などに疾患対象範囲を広げて

追跡可能なデータベースを確立した)。EQ-5D質問紙等を用いて、定期的予後調査を

施行、QOL の維持を把握した。QOL 指標を単一変数で評価するには、EQ-5D で得

られた情報を 効用値に変換する必要がある。すなわち Quality-adjusted life year

（QALY）を求めるには EQ-5D を効用値に変換する計算系が必要である（効用値は

QALY 曲線の縦軸に相当する）。 

 

４．研究成果 

我々は日本人向けタリフの報告に基づいた、EQ-5D→効用値変換用オリジナルアプ

リケーションを開発した。単一施設で、5000 例超の多数の患者の予後情報を把握記

録しうる secure なシステムを構築した。 

大動脈弁狭窄症(AS)に対する経カテーテル的大動脈弁置換(TAVI)においては術後

2 年の累積死亡率は 17.1%で、累積再入院率は 5.1％であり、効用値維持も高く、国内

のリアルワールドの実情においては、欧米の既存の報告より、TAVI による Quality-

adjusted life year（QALY）獲得（増分効果）は大きいと考えられた。費用面では TAVI

実施約 700 万円を含む累積医療費を勘案すると、TAVI 治療は、増分費用効果比

（1QALY を得るための費用）が GDP 比 1．2 の WHO の基準をクリアする良好な費用

対効果であると考えられた。また、類似の課題であるが、データベースを用いて高齢者

の胸部大動脈瘤治療においては状態に応じて低侵襲手術を組み合わせで ADL 維持

が可能であることを報告した。 

 

諸外国では医療技術評価(HTA)機関による費用対効果のアプレイザルが医療政策意

思決定に大きく関与しており、英国 NICE 仏国 HAS などその任を担う国立機関が存

在する。QALY は社会文化背景の違いを大きく反映するし、皆保険制度の日本では

支払い受諾の捉え方は諸外国と異なる。日本人の価値観に沿った特定の侵襲治療に

ついて費用対効果はほぼ検証されていない。限りある財源で最適な医療サービスを

提供するという視点の医療行政においては、本研究のような評価系を構築し、QALY

の増分効果を把握して、Reimbursement(日本の場合は保険点数)を決定することが妥

当であると考えられた。 
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